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DNAマーカーによる県育成ウメ品種 f玉織姫Jの

自家和合性の判別と育種的利用

飯塚正英・

緒言

群馬県育成ウメ「玉織姫」は「識姫j の自然交雑

として1989年に品種登録され、主に漬け梅用と

して栽培されている1)。主要なウメ品種 f南高J、「自

加賀」、「古城」など多くが自家不和合性で、受粉

樹が必、要である。一方、 f織姫」、「紅サシj など数

品種は自家和合性で、結実の安定を図るため、これ

らを用いた自家和合性品種の育成が望まれている

2)0 ウメは他のパラ科果樹と同様に、配偶体型自家

不和合性で、 S-RNaseが関与していることが示され、

患家和合性形質と連鎖したSf-RNase遺信子も明らか

にされている3，4，5)。これまで「織姫j のS-RNase遺

伝子型は S"Srで自家和合性であることが確認されて

いるが、「玉織姫JのS-RNase遺伝子型は明らかにさ

れていないため、 Taoらの開発したPCRプライマー6)

を用いて「玉織姫j のS遺信子型を決定した。さら

に「南高」と「玉織姫Jの交雑によるS遺信子の遺

伝について確認し、「玉織姫」の育種利用について

検討した。

試験方法

1 「玉織姫j のS遺伝子型の確認、

群潟県農業技術センター(群馬県伊勢崎市)内に

植栽されている「玉織姫Jの幼葉を2011年5月18日

に採取し、 O.lgを植物DNA抽出キットNucleonPhyto 

Pure (GEヘルスケア・ジャパン株式会社製)を用い

てDNAを抽出した。 PCR反応、は抽出したDNAを鋳型と

し、 S-RNase遺伝子特異的ブ。ライマ Pru-C2 (5-CTAT 

GGCCAA GTAATTATTCAAACC-3' )と PCE-R(5-TGTTTGT

TCCATTCGCYTTCCC-3' )6)を用いて行った。反応液は

10 mM Tris.HCl (pH 9.0)、 50mM KCL 1. 5 mM 

MgClz、200μ 話各dNTP、 400 nM各プライマ一、

50 ngテンプレートDNA、 1 U Taq polymerase、最

終容量25μlとした。 PCR反応は94
0

C30秒、 56
0

C30秒、

72
0

C1分の25サイクルで行った。 PCR産物を1%アガ

ロースゲルにより電気泳動し、エチジウムブロマイ

ドによる染色を行い、電気泳動パターンを紫外線照

射下で観察した。

2 fi事高Jx r玉識姫j の交雑実生のS遺伝子型

2009年に f南高」を種子親に f玉織姫Jを花粉親

に交雑し、育成した52個体の実生の葉からDNAを抽

出し、 2011年6月28日に試験1と問機にS遺伝子型を

確認した。

結果

1 f玉織姫JのS遺話予型の確認

Pru-C2とPCE-RプライマーによるPCRの結果、「三五

織姫Jは1.3Kb付近と 1.7Kb付近にバンドが認められ、

「織姫j と閉じS遺伝子型 Sふと判別された(図1)。

[;z]1 玉織姫j のS遺伝子型のPCR分析

M : lOObp DNA ladder、

1 : r玉繊姫J、2: r織姫J、3: r府高J
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2 「南高Jx r玉織姫Jの交雑実生のS遺伝子-型

「南高J (S，S，) x r玉織姫J (S"S，)交雑実生のS遺

伝子型は(S，S，，)(S，S，) (S，，s，) (S，切の4型に分離し、交

雑52個体のうち、 20個体に S，遺伝子が確認された

(図2、表1)。

図 2 r"j守高Jx r玉織姫」交雑実生の

S遺伝子型の PCR分析

M : 100bp DNA ladder、

I : r南高 i、2: r玉織姫」、 3- 6:交雑実生

1 南高×玉織姫交雑実生

のS遺伝子型の分離 (n=52)

S遺伝子型 個数

S1S6 13 

S1Sr 9 

S6S7 19 

S7Sr 11 

♀南高:SlS7 

♂玉織v!:;::S6Sr 

考 察

T210らの報告6)ではS-RN21seJ宣伝子特異的フ。ライマ

Pru-C2 と PCE-Rを用いて、ウメのS遺伝子型をSf

RN21se遺伝子ゐ座 SrとS，から Sぉの遺伝子!吏で標識し、

個体ごとのS遺伝子型を判別している。このやl別法

により、「玉織姫JのS遺伝子型が (S6S，)であること

が判明し、親品種可制臣」と伺じSf-RN21se遺伝子を

存する自家和合性品種であることが明らかになっ

た。

また、「南高J (S，S，)と「玉織姫J (S6S，)との交雑

実生の遺伝子担は(S，旬、 (S，旬、 (S"S7)、(S，S，)と

なり、交雑により後代に造Sf-RN21se伝子が導入され

ていることも確認され、自家和合性品種育成の育種

素材として、「玉織姫j が有効であることが証明さ

れた。このことは「玉織姫Jの品種特"t生の重要な要

として、今後の自家和合性品種育成に大いに手Jj用

されることが期待される。
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